
カギを握るブロックチェーン技術 

Ｗｅｂ３で実現するデジタル社会 
５月発行の見える化通信126号でも取り上げた「Web３（ウェブスリー）」に関する国の動きが活発になってい

ます。今回は電機連合の政策実現にも関係するWeb３をめぐる最近の状況をご紹介します。 

                                            電機連合 総合産業・社会政策部門 

電機連合＠見える化通信 Vol.１２８（２０２２.７） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。
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■図表１ エストニアの X-Road 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：2016/4/6 日本・エストニア／EU デジタルソサエティ推進協議会 

講演資料より 


